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経1'1ネ
íJに行わnn工事tてL、に刈:.D5((時1~<~t'，L;};2: ~~mJi余去等にI~9r百'f忠者のずî;:J~J!NaI-lイマチメ，I'j抗，関白 
れた凡ゆる手術的療法にJt l 一大〉巴WJ なリえ，本郊の外科分~HfにW)くなる足跡を FIJ Liニo ~fi球
別 1 .J'~.::. !:I-:体に及日:、す1;\'~WJfな文献的に探ねて見ると次の良n くで1-1手術の諸I否決忠に対する )1むmjJf~t
ある o gp ち顕球別I:I I~F-N:jIJ~本球IJ京協刻1:11 の H(.I旬以外に，純然たる他疾jムlの治療の為にタト利プJ直i
1711j、取り:にt~lijj等の釘929)(1A. Pop，Nitzescu1. 1.，J.Jacobovici，Druner羽いられたのは，jに 
{-'11内出者に対して/Jiaf-fされており，その後 D.Danielopolu，V.Steopoe(1931)，E.Lanwers 
(lmn)， E. Rizzatti (1932)， J. Guibal，Rarr.e (19;13)， Leger，Ll1cien (1939)は1駁封印こ， 
R. Spiridonovic (1938)，G. Gelli (1938) は悦干111経理荊H/:~iO") 1I民政山に刻して!f.ti球別1.1\な施行
したが，その手・{/I:j効取は余り有効-て・はなかった。悶':ililW([Jふ I1刊I教授は 194].ir:，n担割引心者に対
して本球易IJIII な ;ttみず、こが，ベつはりその子手j:j効取はあまり J:~: Lくなかった。而して銀 1942{j:特発
性Il5t:}tr札U'Iに本手術な施行して修桁l ここに始めて「顕tfUJIIRlAのタトf!.jとし除去にIR刻jな収め，
てιれな報{，;.L，本球拡IJ1.1の効果を舵 "Hした。 1943 il:í~if~氏は燦智'I-II~腸閉塞に先ず応用し，次
抗しI，狭心症等に遁KausaIgie政行，1:I1倣'1"U，~lj4氏RaynaudしたIH';'.r~般のネ'1 111 レで槻氾，
た。 1944 í ド ì~ifi 1 1915'.fJ1"11教J受は鰍効な収めることな発火され，r~.品，口、にfi受は勾?っ;支JlII~H'IJI己，
mrJ， 党庇， '"川叩lm 性|('1邸敬n円可引 !1発作!iq:
u科:ヰbJ]i「露到泊服車蹴動 脈限球の外F をt舵娃|川削1F刊~I して以来来:， Raynaud 氏?病，内7j，持i 1 ，"1]欲'V1:il)~行， Kausalgie，狭心症， 
成絞右をf発炎Lt:たこ o :5j疾ドi1:年 1946必 ¥Jk必対、足;ふJ，山よぷ{に矢j!これらの2
(t.lr主々発岐 Lたが，これに刻する山本(ilJ;i)教J弘行!京等H.， rWiJIEr.1I1終がその本態であるとなし
Jミ「顕球の外科11:i 1917る;抱自 誠誠は拘概:めて多くなり，け寸すM
-358- ごf~長際学会雑誌 第 30巻
ているが， これは全く別の古I~I"Jであることは騒々吋教室から \:i，，~ i'jされている。かく )eliさした旗
ならんとし11ij去をflll支部に本球を発見し，交感J動脈分~lが始めて総Hallerに"1.:-3174:球外科は， 
て Gg1.minutumと命名，したものに始まり， Andelsch (1797)がこれに GlomusInter-
/caroticum という名称を与えた。次いで Bruns (1811) が内頚動脈球に交感fl終，舌H悶NI
終，迷走~fill経が分市するのを認め， これを N.mollibusと命名し，叉裏目球と践動脈慢とのll¥J
に有する紡合を紀iI殺した (Mayer氏線引})oLuschl.王a (1862)は顕球に!到する最初の組織学的
記述を発表し，顕微鏡的所見は切らかに腺構造を示してし、るので，交感神経由jを喜子定L.，交感 
fl!l絞に僚綾なる関係のある一部のfl[1経!隙なりとして顕動脈腺 (GJ.carotica)と命名した。頚
球にIY.4するキn織学的所見は史に Arnold (1866)， Marchand (1891)， Schapper (1892)， 
Stilling (1892)，Kopfstein (1895)，Kohn (1900..1卯 3)勺によって漸次その詳細II"fL:艇さな
加えて行った。この到球が!j~現的に住休に対 L 如何なる l問l警な及ぼす1~;;~{{fJで‘あるかというに，
1':18661に撚ねてみるに，(I~今日までその総ては先全には究明されてし、ないが，これを文献 
Czermak ~;t虫1 ill.blJ販を圧迫すると心得動の巡徐，呼吸緩徐をそ15 ずると述べている。 Qllicke 
(1875)はこの場合の1Ip.投変化は咽頭句1:-¥;の機械的IEfiの為にi1 l!Qる反射と認め， Czermakの
迷走下!I昨羽iUiø~a如こ反対 L て L 、る。日. E. Jler・ing &0: E. B.Koch は本圧迫利験の本j選は~~'i動
脈澗部なることなIYjらかにした。 J.F. Heymans (1924)はj威圧倒1終末梢が!fl・Ho)決酸含有
卦，叉はl鞍ぷ含有fji:の変イ七!，こより l呼吸興訴， .L!~Lt抑制がi也ることを制娯した。 c. Heymans， 
J. J. Bouckaert及び L.Dautrebande (19:'lQ)はJ9rlWHlij神経が!(Il 1決酸及び酸系合有;IJtの1-r 
変化， DJZは水素イオン'tlt~伎の変化によって rl:q'lιt りもま監かにII'S\' 、感受'VI:な有して l呼吸興都及び
1fl ñ'授の 
の変化及びJ(ll液化学的判:状の変化なることがI~j らかにされ介。史に彼等は“Nicotin，"“ Robe同 
rin，"“ Spaltein，" '-'f酸及びiY酸M，;i，硫化ソ{タ等が覧UVb /JIRil司古I~に作用して i呼吸興椛加盟すこ
とを実説し， .1.1っこれは化学感受訪日で・ある矧球であると考えた。その後，本学~1a~ì-' -1f5 C. F. 
Schmidt，H. Mies /~i]の反対説もあるが， .~くの遁，試者により承認されているO かくの女rl く蹴
球別 1:1.1は銘何~)(JJJに対 L 広く応用されている現別であり，然る~.:. .:古I~の人には， 5現球易IJH:Iに身
教授の折将の下に1Jj.1j抱く人あり，~i:悦fιのtれぬとnl呼あるやも1~~~1、L!m\'体の各腕山形態に対 
余は凱球刻H.Iは身体の各峨~:'f形態に対し恐影響あるやを，家兎をJ日し、て検索しいささか知見を
符・たので，主主にこれを ~Ì;I~1与するは本論文の 1] (1'9とする所である。
なお， この実験研究と併行してi紛息の外科f自治療に用いられる頭部交感Y.lj終上節刻f:1-j術に対
する影縛について同様の方法で研ヲE したので，そのJJ~t~1!を加えるO
第2震研究材料Eび研究方法 紙上官li易1)/-1¥実験?と使m。

第 1 trfi 研究材料 子1M方法 

休寂 1.2 ~2.2kg の成熟家兎。!!寺('2: 'I~ l: ~JIJ 付:巡定せ 家氾を!i'l定台に制部を充分{Ilj援せしめて仰臥仰に
ず。木絡で 11!!i~'t!飼育し，制料け二おから，野嘉納を "Ii慌し，制部の毛をJIえり， ゲロツシヒ氏?目指法を行
均等に与え，可及的飼育条件をー廷にしたの全家兎 う。両fHll~!(Jf~(を場I]/:Hする場合，前期部正'1 1線上で約 
抑制な起すと jsd?_した。 而して所fl1il司 l呼吸作用に刻して肢も ~I:::斑(I~な泊・切な刺激は !(11庄
cm1じ交感有14]!実験，1抑制球別22対!被，4 I!f，R~ljl41 3--5 の皮II~H;JJ聞な行う(片側の場合は千品I:j ftllJの
•• 
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同刻球訪Il/:B後す.血球， I当 1(11.域及び Hb. の~化 
.dni ~\ml主事、寺t白a 

1山
~ -…-.tIu.色者

一個由由国明白血拡	 索 ゐ釘 ~rj 3出場氏 
17000 110%γ00汚
 
15000 / 
/ 、
 
6S"0 

∞。B οo{ミ	 100 
000'11 J:，'可 O 
11000 90 ぢDO 
‘ . 
9000 、‘，r r 
、‘、 ・、‘ 弘、‘、  、‘ ，r 
FFF
、、、h 
楠岡
崎 4 4FHF 曲、
 
7000 sO 400 
h 司
h 
四国由民崎『同町
よーー 一一L一 l I I i ， I I一一ー ム~日-Lti! 1 3 5" '7 9 (1 1'3 15 1マ 19 7.1[J 
|刊にかなり不焔l )WIJiW]Jrti!，小指!Jであるが. !j~11決仰においても子討す
CD )J\j，\のお~~i'i/i足化t土見ないn 司又父白i槌凶ので官唱笠告.柑iも)/;C与工仙仁:九し、η5髄 吋4i方法の迎い， 布引術併i 同1凶3引川りjによi日1'1寺剖凶i町恥止手吋，後{支の続紙;泊凶 刊1状り j沈k バ‘j'4犬i刊削i叱幻i五j'ï' 日[~~.ご-一h
it(② 血d吐注J:片1IDl白1.1 i{内:{(別t司油 J司vに乙F 戸仰1(';1Iヴ仰愉W肝f{削'J!i阿!可司.J，叫司味刷~Uで‘Hritl~l:均切引制!日!的Ylい:初)JIの|凶;却唱係 tυHよ:~凡uらコれない。 
~~?; 2明 lil 守'1 ては 1J辿!凶品却釧!nw，ιω:にυム'j判杵!加 1し.， その後徐々に 7亡に i江するよう
l ，li1日~11~ : Biesel li'W定， Para侃 1 {1JIJl. Haemato咽 であるの交!ß.~tlll続 J:ír!i~Wtl/H例では 3;ì1.%'1Jの制î~j~Yyで抑
xylin-Eosin 染í~. なお今 r日Hql日来、，i:1Jげピも ;iJ'[力 nヲ議長 制'rl刊にややh~))ll してレるの 
じ，その Adrenalin 拍1~;立 Il!... O; Chrom. 純平11!W~ r:，j: @ .u'1I.$.二点沈 .Jtr: Jd.1.:)N!Jol.l止と平行して削減して
の状 1JT.を検ヂf.すの し、るが，'ぷ兎)J1~iの.Ill .鉄おの沈jj"七1j.と1単は槻めてがー)品!11J
MIj'irmti!，/J'f官 な為，その j曽減 nmliを判断するのは闘う 11¥であるの 
安感:tTll続1二îTlj:h~~ 1 毘皮のJI共にflit¥
きく，	 JJ I1)j}j !it もやや減少L たものが多少し、。 YA~v乙杭強 制IJq来J~{l?lぐな見るの仰れも阿f!!lll向 1+\仰に多く. 
j山川(枇仕削日減必少が|付士オ'n~の断!肋N i十.立、 
WjMdl均/:B同①政:Jn)J\~m}jの~化: 日\1'1球:hl~H'， ritlのブJI)~)J行)J)j消小 ③ 
1引1 
附尚t	 交感干制抑リ申!ド約紙~ r.J引恥糾制主:Jl~忙にどヒ.よるので、あ之ろ】Jう l 1 二ゴí'官制Jη 主司油5j UAj均ij/附t例で;.，廿刈.ノjト、滴をi吋 け才土小/小l 腺ノごン:/リ:iJj引~4第お21
見なし、。	 家!忍においては腕!I¥1)J史恨11ft近のリ Yノ!'lJljtが犬きい
②随n1J巴犬Wl~I~: ~~月J~j(・:JJ均w例ではー側例の 2/(;， から， これを*1・~;:I. としたの又摘/:1:\ リンノ ~JIJí~は11li]{悶の
両側(vIJの 0/1:に1I也大 j骨慌を見る。交感神経.1írli;Jl;~J 1 仰で渋が大きいから:inlit測定を行わなかったの + :3
此~;Jj削1\例では~(nでl/SjïlijflHl日，!I/例では…側例で 例で	 リンノ・ n~jU]Jrti!，小指 
例/1Jj荷:ニi'f.1与し、が，交感神経4肥大別!I.:.女児ることがi
、。L少aで・
①納i竹系:J:Wl:.: 球MI日例は 3/r.両f側ー壁n l!1荷/:H
例は 1/2の;!地合でf間内系jt'l生を見る。これは特に!昨
1mの経過に関係り"j:r.¥，、。交感神経Jゴ'f.ij1布l-11(刊で‘は，③術以来においては rWJJfll. 1)(Ill.， 1lfll!-.~';の在化な ¥ 
見なし、の	 ..-(J!ll~乙おいて "/r.， 同制"仰で (lh~"h で，やはりその
④以上凡て!tJ!IlI j'tt!.a企	 )lJ係はないようであるの然し対I凶にjの続I¥j寺1強弱にjJI'.)}1I:liの在化で，I)~Jils)JH'J"
然ない。 !!な例においても 2んに:r羽生を見ており，家兎~t{草月投
{:(?; 3 )]'! )Nt !日誌 な刺激，成n祐々の外来刺激でへ休にJtし官必1におlt~ 
I ， 'il~定: Formalin，包 J'lJ!.: Paraffin， 'i~~色 :H印刷 内系の反応を来しj羽生するものと忠われる。i'iXに木 
matoxylin-Eosin. 災mGt例のMflJ内糸.Þ11~1::が凡て;Jj話/:1:\の影判，\rこよるものと
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は忠われなし、。
第 5項lJi!i 自前 
Formalin間矩， Paraffin旬開， Haematoxylin-
Eosin !4~'色。 
実験場〈兎，対照家兎において'f守主出による灰白色
小結問jを泌めるものがあった。これは実験j点紛を不 
純にする渡来であるが，一応そのj珂・見も簡単に記載
しておくこととし，後で巧・2??する11j合~{'-得'1: l:Wこよ
る病波及びH.H~接的jP仰による所見を除外すること~~.
するの 
l1i¥i所見小括 
)J1!i血h1:: 阿 %f附姉 1:1.¥例において術後 l:ihl'IHJは平
均2(十)， 2週間は平均1.5(十)， 3迩11.¥HtSY.均約 
O.6(十) ~r_'，作W-JfIJ.を兇品。即ち術後 1 j問11に間血最も
国iく， 3 迎nl'JI~1 で大{本元に復するの変!t\tIll続.J J{fi:Jl~~ 
!+.\WU で'~ ;問、:剥!1IJにやや持続出切に:.il[ì~ 1.立片WfIコ171;Jiめるの
カタノL- 'I'~l:IlÎ\i炎， I日!日性肺炎の}]Jr~i!，を i認めた炉IJが比較 
(，~j多かったメパ， これは託子IJ:.lj~~~ よるも山か7 sえはs，ij
~1条件によるもので実験とはi白:桜関係U〉江 L 、~2'1 t， ~ 
IW，~ コれる。
)'蹴 'i~}i翠6絡 
Formalin f，町よさ， Paraffin包期， Haematoxy1in-
Eosin染色。 
I符所凡小括
j立ケH土殆ど裂しい症状を見ず， i(jもこの _.jf益性糖尿 
υ:手ユ術n寺の Hq;e目的影仰と，思われるとし、う結論を報告 
しているの Frugoni氏は劉球捌出により Adte-
nalin の様作用に対する身体のより強い親和性が成
:{，-，するであろうとの仮説を立て， Adrenalinを制限
l付に注射して1日の Adrenalin肢を調べ，乎術動
物と対H長例とに諮児をi迅めなかったとし、ぅ。そして
かかる険性1'11.)結果より彼!:J:!i.%f3jçは生命，'ffiffi~守に不可欠
のIt岐目立であろうと考えたの又 Betke氏は 1915年次
の {mき挺ruS!*~l引を報iif している。即ち何iめて活:し、犬
)!(ひ11'i(生後平均 4-.5ill!)の ~~l'.i15.Rな別j-JI，して 4--8 
jhlH:~~~:対HH と著しい!r.~lll~'1i:'見t.:o先すず2 及えび{休4本<il発背l 蛮覧 
L地拘加j川1lパ沖{や許;!:.1眠勺.1止JI日七グf) i
でで.死亡する。長期1m生存した例では'好系統及びn~!臓
に?f-~;!f] 7;).~史{じをはた。竹は発脊停止， !故{じを起して
ポIUし劫く，的 :-f:']ち脊j出れI IllJ竹i快I'J'~ð?-.mHl11巴!51
L てイ'~~1J)lJljHョf:22化を来し， Rontgen[9f凡で什端線は
!.ノ;ぐなり，料品開町内には'l'j-イヒ限及び竹jl'~~!ti線が司<);lMilJ 
となり， ， j搬にl牌r.減少を来したのJl:胞が悲!U'1事1:百七'iHl 
おいてH*l' f什íf:i'&j1;1~1::， リンパ赤Hl胞の減少，牌倒内の
什~llí.i，l))HW:.な，131めたの Fischer ~t 1924il.:，Schmidt 
jえひ Betke等とほぼ同総の実験プゴ法で術後6週間，
部jlìhl-:I:.O)減少，合併紙辺~，持しし、 mo三s，発育停止，
すj兜官|昨{i!} ぴ'ð "1守f;・;':11二，什化機能低.ト〉竹11政境界;'~il
ω心阿部制<:]1:切 IH例~:.:h)レてやiサ後 1 週I/.\H 三 ;1/"7 2J凶ILIWr， 1 -HJili訂版J'?iの不純則化， 予古官白 (当守~訂抄ffi)伴似σι}_冒止主鵠等ゐキ~)，(J)i巴Ji/， 1lli牙発手1lt :半宇伝I~j
，t!右な:'1L制.0'巾血I!札iR1F1'皮ゼり凶i椛日問目にa1I訓;I湖!凶3 草昨仰l年王枇ド陥jに':Jh間1ソ/ん"仰(，日りt
1 3:i位lI't 災険!氏総と ['n);慌の古川ミな1Î~~:\~~した。Jlニ|には元に似を来ナヵ¥，lUL限度階:1まで吋1:"¥" 
する状態が凡られるの安感1~11経 .I-.fffi摘11\仰において 以 L:Vassale， Betke，Fischer全容の如く高度の
はm血は見られず，むしん校血状であるのその他紙 筏化を報iI干しているのに反し，その後 Klug氏によ
磁H~， *"11反行上i支等~C_ V J.田哲3l~を !;ò!.l: 1"、の って為 3れてし、る笑m~M・~~~ ~.tJH日17なることな主張し
乙の 即ちちl'付術j，i耐|付せ後2淵 1I判，;出主 t'ワ)ι:~l4計桁科紺制;Hi， i1ド侍IJ訓川'il即附Jd別将守'f， 十J史小(Æ~の)J也大~1i\ Betke氏の 
第 4議総括及tF者探 マ'¥，心。 ，¥;Hc，'1'i:)':Y-HIl ii耐えて'.I~.f:延びた刷物は身体的 
系統の発育が'iT仰~]:をぷさない。IG1I，J"'~I.(II11:HIf:，'L{ヘ による弁IJH\同U1交感神経(~I:~SJ~iえび/J\.l動脈球捌~~~i
主張!蹴協の主として組師法学':1句~{じな研究して.1二記0) l'白河i!}5れるように比えたのは仙HWli:動防の '1:1・.{Iこll ，tr'J~1が
所見を得たので，ことに文i猷I'I~)及び総括的考燃をh .H，I;r当初J!において.'N，っていた為に起った凡かけ.!:の
いたL 、と思う。淵私立でに笥~ilnfJJV~球別 111 を行って t(}'， -c， 什iUI'!j:JI:JJのさ!i;Lい兄弟のlfi}J拘で災験を行う
災験卸政1~'こ及ぼす拶仰を(jl.'ôヤサjした報 1I.r u'多数ある ~~るく'J) J斗合，什の発1守はiMlìíj刊誌{去とも始ど lì'îJ械に
が，その代表I~内なものを簡単に M1 介すると，先ず 進.pt:-L，')1-疾!担、付.全fl.i認、められなかったと述べてい 
Vassale 氏は子猫の~n~~長を剃出してそのj陥落症状を る 叉とこに jTのは凡な述べると，近来!uJl球F付近のη
悩べ，動物は食日lfな充分にm~えするに~fl-lJ らず，急l放 Pjlf.i"ill~F i" }'J1持冶， !¥'キに神経f操縦の分布状態がlV:Jかにな 
~(-il~I捜して著しい IJ~:~ 毛を楽し，磁波伐の状態とな vγζ来たので， Vassale， Betke， Fischer等の
す1/J'1岐部を制球と共に易i外翌日動Jll長分j行った災!検が|人年3到1で死亡することを報円・した。Jiカ2~3り， 
Schmidt氏は-..(tIlJの翌日目立JII¥のー?刊をj9:iJ:J(と共に剃 る('，-1:;礼子f撚制球に/"1，1ス錯定せる迷走神経市!神経j二 
!IJを易IJ/_Bしたカが" の〉了コ:rど:の守守サψ引1¥， 18日後(也 ζU 此定i 判1州2l
事腿起的tにこ対対.し 1引llAlll/れ j~ 脳断{同持祢和隙宮判符!Hi yi然もし企ι?白与， I工J:充分耐而耐耐L川11; 甘l:え之， J 悶 ド:刊寸』るや判仲|ド!椛A法2fなカか‘つpら〉也む t丘山qti千十“ 的(j:l球求萌5 lギ弔fにご干作j 叶等有手;の指机-(1向i 伴半つてい羽』を偵並虫!くt f
fたこ。 'f/l:j{炎-~)世I~I:の I1苛微な拙J/JUko・ 72改lw'!r1・来した 中!すそのもの，悦裂も大J・:えられるし，父ご5~:が.: と，
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きいの故にIJ見毛，栄 jìj:;lli'i~litf.，発1.JI~ì;'iìifJサ:の~1!'[!1布令11終 め 7Iíll'í!~に対する l~t~ "~p~~ 
系統の機能I([';，'[tl}.がj'JJ[に現われるものと考仰されC; };~nのIlIt)j)jIJ:につし、て制労:すると，凱球場IJ lJ1仰~Jの
1凶も少い。殊に堅lJ)jl1の大きさが小で，~J，11'}j~1Hが1lfブ:ìWC-C.に!1 1i\i~{nJ.!RMI11:交の考案したJ教q:qJIる。余は 
かかるtfll続線維のi制約iflをl可及的li)j.ll.:しながら実験 球場1]1+\例rl15 例仁オ・;)\てfJ・強制力 II旨肋 !}i:少くJl~'I]Mil国
電d'fl"、，純粋に山首及拡I 脱出の;志向を 小であり，納羽，"lHドかか乙}!JÍ'見を見たもの 4 例が I~Jl/J¥<')みによる;治i
fIj.るべく努めてードi記のようなJix:kû~ピ11-\したのである でにってし、た。とれば~;，iU'i!jZ皮nの41~!HUc:;ili!(~Hζ よるも
から， Vassale. Betke， Fischer !:tFの央官民主古味?と ので~tなかろうか ):_A立与せられるくìJj lll~:内分泌腺
興るのは当然のことと，阻う。1-:1，'ド実験J1'Z~~'(を総括す と自律神経， fïえ;おIfl夫~!r: 7在日号， 1I{~~;1l 27 年 10月10
甘え!=.t例にややlH~大IJll\ぬ'jJ;)てにおレては出TÜöl~tl'{EI 5くであるの1ると次の女 
1) 全身的jig-戸!i が見られるようであるの然し ChroJ11ierUl1gの状態
叫L、てt休訴は111~後やや減少したが， 1]'l.~と三H，I;rl'J" J1~加の.~; に才おd 羽i 弘』ることが什i !I批f:打で:あもつた σ4刊体閑潤1日]比を{れね;1は土一矩のヲ告判知
予伊判仰I.!中ifi と，包凶1わわれJ るヰゆ1抑，t~な 1もしのでで‘， そのf絞走知~:才「
Fischer t~;nJ;jçてL、るものがf多多い。 悶Ji状1 付術4吋{後支に荊薪f~恐佐I;r材1態嘗も削1犬ミF到迎!拘 I~}.1;μ 、 j作作守弘i足;本をf 見な 見右を~1 よ:うでで‘ある。 Werne釘r， 
.~)1""C;'j"L.li肥大を幸liJ'(引凶伐のM別/:1¥によってl"、のU :tlcイ:231、 1"L，外?と;:Ii-J1.IJ:~f~'l'
Vassale， Betke， Fischerの述，ザこような m;¥毛刈 ~:1:，WH;J渇Ijl:I'，によるケ):1-ム'$!!干n来の-斗IfiO) 代í'f\tUI巴
J象はなかったのう;(ih~[!~JI!l'怖のヲ';~íIプがなく. J!lJち ~{n:fjJ( 大と 与:之るととが/-11来るの
別1-11による外制的Ï\'~j l.立の日引!I\; ~J.，l it: ~!j~1対する-lIWHιの料このよれf;vY.，忍めなカ
l f.1t\:も干111:jい。食日 1 n よれ 
μJい.トド、d肘伊炉例it升日出羽弘別|リ!川jli打伺節:!i官相{日引ゴ!行1 脚t
山 殊4耐仇1.甘液主p車~~，:ちデ〉I 1
1判紳1申|ドは又交!感ぷ4陥高純王
2わ) ::-.IÍI tfに 胤{弘止凶?甘液{皮支姉 1しも日脳!出担ぴの〉刊滞減!成占少仁け?凡らJJ ~J な;玩仁カ‘つ7前制制 j削包数に(f ι 影以T判刊時，¥J之る，に対対'寸寸す“川\1)胞i\ た乙。 附。UJ~i<J1 \J~J{日IJlH の!日合， 
a. :iJj~J(JL1~J~t<r. 1~ìlM l t'\Jで íl別立の[昨níL'{iピミ l(し，その後 Y'IW;Jく-花に i試す(凶
.ー皮f:¥'jI'/するも，徐々に似陥するのにの1泊力j術後 肉が:現われたη ..1ゴ現'ì~1í交!践j:ljl続日1]1 Pru )j~h令 t土曜1'[1コ:j(日IJ
はコ良:O)llr帳をj共て削.1~Yiするが， :.:~q:t'lqJI 外利(<:，お /HのJ:l.)i令~:.J七L倒的Lが世代 j[~るものがす斗、。次に網
いて，へ休の誕fH~問11IH伎の赤.lú1.J:K数の動1':ちと大休同級 r' .l系であるが，とれは~~1吋i別 /]1 ， ~I~'n'ýl;交感}111紙上i・r!i
の 7肢の 1線主 :JI>(る。 別H\j.l~にM!.I:， 1た例が多い。このことは町jJ求場IJ/:1.¥(1;" 
b. Haemoglobin J)¥: より件。間氏\I，í~MIJ)j包の機能光進な来すと L 、う ':U\ll勾!~l'j';J 
Sahli 氏法で測定し，その2líUrOJI況叫んf，1;，ヲ~~JflL:Iま 災!抗日比約と対!!(iして1n1らかの示唆を与えるもの℃は
の[VJI需と .!ìl1.{iï~IZJV:，斗J.われたのそしてこの‘亦Jú!J求数と なカ‘ろうかと札〔われるの 
説，J目立 Haernoglobin :/j1:の附減と JJfJW リ y ノ ~JJ~，日Fにお 6) リンパ版に対するJ?J~I~I! 
坦々係は認;Hil¥，Lべては者IW状態とのJI'l摂沈3欽・lける品 
められなかったの 
C. 白血，:j~R数 
Fischer氏り:腕慌の自n'lI，球別多を記iほしている
が，オぇヲミ11貨におL 、て ~;lJ，I~後j判力11するのな見るが11寺IHl
の椛j的と共に徐々にi江焔するのポサ Lたの 
3) lfl.日却に対する!jei時
一世!lß91球場。 1-1\仰に比し阿(!!JJ~JI]/:I lr吋のブjが![日Wtなが
ら脂肪沈治 αíl1l .I\/jJ，t;J .ì~.'I" .1つな;jBめた例数が多かνった
け、泌めることはなかったJ;t1~lfi'íのIl~\大鴇.>tlJ!Í~~1) 
I1肢とIWIJIが， ~~援に網内系のWI~I:.な 認めたの とれは 1 
3!0j 1 1\'Jけから [}.\f;~r認められる。 
7) JliiJN針二対する!以内i
g|巾り j らカか、~c.と 5出矧i f~.求 到，1\ と忠、j羽1事 1;:易別11H\によるiti診f苧料 わコれれ，る j升凡を1.1
1戸同ヰ司l~ジ1，(カ.つたが， 同!i!J1吋t易UHJの叫合に 1週 
1/¥1， 2 )凶IlJIlと血液位Jt'I)Jlな ;Jミし. 3 J岨1/.¥1で仮帰す
ると止~トリ川::1".1:1-\い刊 
るのな児た。 fJifWI\交感神経Hti括1]/卦の場合~:J:)lllHとお
いてもl批7lk jitJ1;~1JI1を不均WJ日.つ継続Il!;Jlfこi，Gめたのこ
沼泌 f、九し I平京 1:も;f.iな1われjらめig
てに川も乙.Jに1甘井県Lして3 よ:るiμ;j れid-.1:iとは相柾i判符刊呼5:必!杉IJH球場矧別i1羽飢 
告;のt北義'3:1，1訂内句切'1内抑削(Jこれもいカが;ら， 
であ zる】かか、ら， 防断哲折i
矩し慨し、。 Betke，Fischer氏のUI1く r¥':j)立の 232-[じな
1"J]1交1，:L:-ì:íll~すと~l~ :止におし・ても， 1tli'i?)~を凡なか
つたと二公L 余の 5災L除命例におL、〈ても削1， i莱払長丸t以ミつてし、るが， 足f!験i tl~級 
何芝噌 7 4 かった。r1:LilJJ('乙比/-BI'I~虫学j化右令了形E控f的]下拘町ilヰl守2
¥し~1!.11係をIY:]-佐山)I-ぺ.[1JI';k;壬)L. 選対;情状態におしもて
内 句~):琵 IUI.欽
f与なかった。
激ら放主U夕れ兇ヒ)ヘ‘て|悦昭燃号札Lし-r博湾草品Lをさ|ミしあし、ものであるl i1i iけ才、急蹴日¥然し!帥'1出l日脳(注主むI
カ‘ら災l険家l忍有殺すに当って叶:しい条件tcするよう 
JJれ1努 j打川川凡川~ヘ‘
句伏肉}犬幻ミむ)~司醤」島長がよくぐe一一-一-寸)J附l目咋1ぴ!-.存と v 致女するカか、ら瓦或 i白?刊4刺 股詑けけq ν〉羽状 3 t る :f:日'1H皮[立Eイ桁 t釘1すをど i
るのではなし、かk思う。 iflしてーi制球別出例(，ζお!lJ
いてl刈 
なL、t川 lfw.flllH~11J;Rの(\:f"n機 'ì告が充分行わJLる為であ
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ろう。 ことを示している。叉小堀薫氏〈岡大外科〉は気管 
8) 腎臓に対する影響 支性鴨息患者に対しては AdrenalinReimann氏
頚球剃出例，交感神経上節劉出例何れも Bow- 法を用い，家兎に対しては墨汁法(徳光，石田〉を 
mann氏嚢細尿管系に殆ど病的菱化を見なし、が頚球 用いて網内系機能検査を行い明らかにその機指充進
易日出ouにおいて牌肺と同様， 1，2週間血液量増加を を認めた。木研究においても組織学的に網内系増生
来L" 3週間で大体元に復する。交感神経上節刻出 を証明することが出来，網内系機能充進料~物神経、
例では血液量に上記の知き愛化はなく，むしろ 1週 系の刺激及ひ。網内系増生に原因することが判った。
間目から 3週間自に至るまで賛血性である。 更に考察を進めると，網内系機能充進は単に貧喰能
次に以上の所見に基いて更に 2，.3の点に就いて考 の冗進のみでなく，解憲能，抗体産生能，含水茨素
按を進めて見たいと思う。 類脂体蛋白代謝等にも機能充進を招来するものと思 
1 : Chrom親和細胞と血中 Adrenalin血圧 われる。これが気管支哨息，特発性脱痘，その他慢
との関係 性炎性疾患，癌末期悪液質等tこ頚主主易Ij出を行って直
頚球別出により血中 Adrenalin量の増加を来す 接的に間接的に好結果を鷲らしているものと思われ
ことが報告されているが，本研究の成績においても る。
副腎髄質の軽度の肥大増生が見られることは，この 1II:各臓器の血液含有量増加と流血中赤血球数
聞の事情をよく裏書きしているものと思われる。然 及び血色素量との関係
し血中 Adrenalinは増加しても血圧冗進を見なし、 頚球別出により赤血球数が増加することは本実験
ものは各種植物神経系の影響によるもので，中山外 及び中山外科教室の業績〈小山民〉その他の研究者
科教室において頚球のみを刻出した場合に血圧脈挿 によって明白なことで，叉組織学的に研索しても一
に愛化を来たさぬことを多数の症例について実証し 時的にせよ牌肺における血液含有量が増加している
、 ている。叉阪大外科の富永氏も頚球別出自身では血 ことは，流血中の赤血球増加があるのみでなく，赤
圧上昇を来すことなしその際洞神経の損傷を来す 血球の絶対量の増加を示すものと思う。小山氏(千
と血圧よ昇することを家兎を用いての実験で証明L 葉大外科〉の報告においても，網状赤血球の増加を
ている。一方頚球捌出により血行の改善がなされ， 認めてしる。これらのことを考えるに，頚球別出に
或は種々の苦痛が除去されることにより高血圧患 より骨髄よりの赤血球産生機能の充進を来すものと
者，特発性脱出の治療に用いて卓効を奏することは 思九叉これは網内系増生及び機能允進とも関係を
中山外科教室の業績を見ても明らかである。 持つものと思われる。臨床的にも悪性貧血白血病に
五:網内系増生と貰喰機3E，その他との関係 頚球別出を行って奏効するのは以上の事実力ミ関連し
千葉中山外科教室で行われた頚球射出後の白血球 ているのであろう。
宣喰機能の検査成績を見るに，その機詣が充進する
第 5章結 論 
A. 頚球別出の際次の所見を得た。 
① 両頚球刻出例肺牌腎において 1，2週間で血液量増加し， 3週間位で大体復帰するO 即ち
流血中の赤血球数 Hb量白血球数の変動と相関々係を持つ。 
② 牌リンバ腺において耕'内系の増生が見られた。'-
③ Chrom親和系たる副腎髄質に肥大の傾向が見られ、t..こO 
④ 著明な全身障碍，殊に股毛，運動減少，食慾不振，扇痩，骨格発育障碍，悪液質等を認
めなかった。 
B. 頚部交感神経上笛i摘出の際，次の所見を得た。 
① 肺肝牌に軽度欝血を来し，これが不規則継続的であるO 
② 牌リンパ腺における網内系増生を見た。
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以上見られた変化は-_.n与的か， i限度のもので，而もわれわれの生{I~こ対 L ，政I}烈な或は不良
な影縛を及ぼすとは考えられないものであゐ。
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附図
弱拡大 No.1.両側頚球摘出後 3週間の副腎 (No.1) 
特に髄質を示す， Chrom親和細胞の 1/3は Chromierungが著明
細胞密度大で空泡形成も少い，髄質の肥大を思わせる所見である。
強拡大両側頭球摘出後  3週間のリシバ腺 (No.30)
網内系増生(-+十)，血鉄素沈着(冊)， リユ/バ漉胞は境界不明瞭で
肥大状， リシバ洞やや拡大し，大単核円形細胞等を多量に含む。 
